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資料５ 



博士の現状と課題 

これまで出された各種提言等に記載されているとおり、 
 

① 優秀な学生は修士で就職してしまう（博士に進学しない） 
 

②  アカデミア志向が強い（理工系は特に） 
 

③ 高度な専門性はあるが、専門以外は・・・ 
 

④ 企業が求める人材が育成されていない 
 

⑤  博士課程修了者は未だマイノリティ   等々 多数 

 

 〇 「修士課程の修了者」と「博士課程の修了者」の状況の比較 
 〇 「データで見る博士課程の状況」 

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ 
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修士課程の修了者の状況 
～平成26年度学校基本調査より～ 

 博士課程への進学率 
 は、約10％。 
 
 
 
 
 
 正規職員等への就職率 
は、約70％。 

文系・理系を含む 
（ただし文系は少数） 
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  正規職員等への就職率 
  は、約50％。 
   非正規等を含めても、 
   約70％。（修士と同率） 
 
 
 
 
  就職も進学もしていない 
  者が、約20％！！ 

博士課程の修了者の状況 
～平成26年度学校基本調査より～ 

文系・理系を含む 
（ただし文系は少数） 
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博士課程の修了者の状況 専攻分野別 
～平成26年度学校基本調査より～ 

 大学、分野により、大きく異なる !  5 
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博士課程の年齢別入学状況 
～平成26年度学校基本調査より～ 

  30～34歳で博士課程に入学する社会人学生が圧倒的に多い!  6 



博士人材が重要視されるために 
大学がなすべきこと 

 

① 博士の学位の質保証 
    （厳格な審査、学位授与基準の検証） 
 

② 博士課程への進学者の増加策 
    （奨学金の充実・授業料免除等） 
 

③ 専門的知識＋α（教養教育など）を身に着させる教育 
 

④ 実践的な研究システムに対応するカリキュラムの構築 
 

⑤ 社会人の博士課程への積極的受入れ 
 

⑥ 企業との産学連携・共同研究の推進  
 

⑦  海外大学との連携 
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企業にお願いしたいこと 

① 博士号取得者の処遇・待遇の改善 
 

②  学歴に応じた採用枠の設定 
 

③ 論文博士でなく、課程博士としての博士号の取得すすめ 
   （社会人課程博士） 
 

④ 共同研究やインターンシップとの採用のリンク 
 

⑤  大学教育に求めるもの・大学への要望の提示 
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博士育成・活用のスパイラルの構築 
 

 

学生 

優秀な人材が 

博士課程に進学 

大学 

教育改善 

高い付加価値を持つ 

博士人材の育成・輩出 

企業 

博士人材の積極採用・活用 

待遇向上（改善） 

今こそ、「産・学」が 

連携しよう！ 

要望や意見の交換 
 

共同研究の推進 
 

インターンシップ 
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〇 大学院における専門外教育の充実 
 

〇  「全学共通講義」の推進 
 

・ 自らが身に着けるべき教養とは何かを考える 
 

・ 幅広い分野の第一線の研究者・有識者による講義 
 

・ 理数系の知識にとどまらず、歴史・文化の知識や考え  
  方にも触れる機会の提供 
 

・ 英語共通教育プログラム 
 

・ 科学者・技術者の倫理 
 

・ 環境・安全教育 
 

・ 知財教育 

東京理科大学の具体的取組① 
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① 奨学金による経済支援 
 

 ・ 全進学者に学費相当額の給付型奨学金の採用枠を用意 
    （毎年度厳格な審査、標準修業年限内のみ） 
 

② TAやＲＡ制度の拡充 
 ・ ＲＡとして雇用し、生活費相当額を給付（博士課程学生の３割程度） 
 

③ 人材育成 
 

  ・ 海外派遣制度 
  ・ 共同研究への参画 
  ・ インターンシップ先の新規開拓・活用促進 
  ・ 下級生への研究指導 

東京理科大学の具体的取組② 

〇 博士課程に特化した各種支援 
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東京理科大学の具体的取組③ 

〇 博士の学位の「質保証」 
〇 学内の同分野の専攻における「学位論文審査基準」  
    の統一化 
〇 社会人課程博士の増加 

＜参考＞ 東京理科大学の３分野の博士の学位授与数 

分　野 課程博士 論文博士
学位授与者
合計（人）

理　学 625 468 1,093

工　学 537 353 890

薬　学 99 245 344

合　計 1,261 1,066 2,327
12 



基礎学力の習得 
TUSオリジナル教科書 

「理工系の基礎シリーズ」 を出版 

① 機械工学 
 

以下のタイトルを刊行準備中 
 ② 基礎化学 ③ 電気・電子工学  ④ 生命科学入門 
 

 ⑤ 教養化学 ⑥ 建築学 ⑦知的財産 ⑧物理学 
 

更にほぼ全分野で刊行予定 

＜ 特長 ＞ 
● 主に学部１～２年生の基礎教育に活用し、学生の基礎学力の習得に役立てる。 
 

● 卒業研究、大学院での研究、更に社会人になっても利用できる内容とする。 

東京理科大学の具体的取組④ 
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◎ 理工系学生の場合、各研究室に配属されて行う 
  卒業研究や修士課程における研究が非常に重要 
 

   ● 近年、就職活動期間が長期化 
   ● 卒業研究・修士研究等の研究や実験に支障を 
     きたしている 
 

⇒  このような状況の改善が急務 
 

     特に、修士課程・博士課程に多数の学生が在籍 
     している理工系私学では、深刻な状況にある 

私立大学からのお願い 
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